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資 料 ３ 

令和 6年度「仙台市図書館振興計画２０２２」推進のための取組み 

 

館名：市民図書館 

事業名 児童文学作家石崎洋司氏講演会 運営実行委員会 

方向性 方向性 2 0歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

目 的 ヤングアダルト世代と図書館が協働して児童文学作家講演会を企画・運

営することで、中高生の主体的な読書活動をサポートするとともに、中

高生が主体的に活動できる機会を創出する。 

概 要 １ 日  時 ①令和 6年 6月 23日(日)15:00～17:00 

 ②令和 6年 7月 28日(日)15:00～17:00 

 ③令和 6年 8月 25日(日)15:00～17:00 

④令和 6年 9月 22日(日)15:00～17:00 

⑤令和 6年 10月 27日(日)15:00～17:00 

 ⑥令和 6年 11月 3日(日)9:20～17:00 

⑦令和 6年 11月 24日(日)15:00～17:00 

２ 場  所 せんだいメディアテーク 2階スタッフ会議室（⑥以外） 

       せんだいメディアテーク 1階オープンスクエア（⑥） 

３ 対  象 市内在住・市内通学の中高生 18名 

４ 職員体制 市民図書館職員 1 名・泉図書館職員 1 名・各館 YA 事業

担当者 1名（各館持ち回り名） 

５ 内容 

 (1)講演テーマや会場レイアウト、講演会進行についての検討 

 (2)広報紙編集 

 (3)講師作品読書会 

 (4)市民図書館長との懇談 

 (5)講演会当日の運営 
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館名：市民図書館 

事業名 Welcome to SENDAI としょかんツアー 

方向性 方向性３ 市民一人ひとりに利用しやすい図書館となるために 

方向性４ 自らの変革を進める図書館となるために 

目 的 仙台多文化共生センターと協力し、留学生等外国人に向けた情報発信や

事業の実施を行うことで、図書館の利用促進につなげ、あらゆる人が使

いやすい図書館サービスを推進する。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 9月 28日(土)11:00～12:00 

２ 場  所 市民図書館２階・３階・４階フロア 

３ 対  象 市内に住む外国出身の方（参加者 6名） 

４ 職員体制 市民図書館職員 4名、太白図書館 2名 

５ 内容 

 市民図書館職員が「やさしい日本語（外国人にもわかりやすい日本語）

を使い、下記のとおり図書館の利用案内を行う。 

・各フロアの説明 

・雑誌・新聞・日本語学習教材・外国語図書などの案内 

・せんだい電子図書館やおはなし会など各種サービスの案内 

・3階・４階の閲覧席の利用方法の説明 

・希望者には利用者カードの登録やパスワードの発行 等 

 なお、9 月の実施に先立ち、ボランティアの活躍の場の提供として、

また、実施手法についてアドバイスを受けるため、仙台多文化共生セン

ターに登録している留学生ボランティアを招き、7 月にプレイベントを

実施している。（参加者：留学生ボランティア 13人、センター職員 3人） 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈プレイベント〉 
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館名：市民図書館・移動図書館 

事業名 移動図書館のろりぽっぷ小学校訪問 

方向性 方向性２ ０歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

方向性３ 市民一人ひとりに利用しやすい図書館となるために 

目 的 学校と連携し、移動図書館車両の見学や読み聞かせの実演等を通じて、

本（読書）に親しむ機会をつくり、子どもたちの読書への興味関心を高

める。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 9月 24日（火） 

２ 場  所 ろりぽっぷ小学校 

３ 対  象 児童 26名+フリースクール利用者 教職員 10名 

４ 職員体制 市民図書館 5名 

 移動図書館職員 3名（ひと・まち交流財団） 

５ 内容 

(1) 移動図書館車両見学・説明（移動図書館職員対応） 

(2) 下学年への読み聞かせ（市民図書館職員対応） 

絵本 3冊 紙芝居 指あそび 

(3) 上学年へのブックトーク（市民図書館職員対応） 

テーマ：「生きるということ」 ４冊紹介 
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館名：広瀬図書館 

事業名 認知症カフェにおける出張読み聞かせ 

（地域包括支援センターとの連携・協力） 

方向性 方向性３ 市民一人ひとりに利用しやすい図書館となるために 

目 的 地域包括支援センターと連携し、認知症当事者や老人ホーム等入居者・

職員が参加する認知症カフェでの読み聞かせを通じて、図書館利用意欲

を喚起する。また、地域包括ケアシステムにおける図書館の役割や来館

困難者等へのサービス提供を検討するための一助とする。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 4月 17日（木）、10月 17日（木） 

２ 場  所 アサヒサンクリーン仙台広瀬 

３ 対  象 「カフェぬくもり」参加者 

４ 職員体制 広瀬図書館 3名（丸善雄松堂株式会社） 

５ 内容 

大型絵本の読み聞かせ、大型紙芝居の実演等 
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館名：広瀬図書館 

事業名 宮城総合支所との連携・協力 

方向性 方向性１ 地域や市民に役立つ図書館となるために 

方向性２ ０歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

目 的 地域課題の解決を支援する取組を通じて地域における役割の拡大と認知

向上を目指す。 

概 要 ●宮城総合支所主催事業「あかちゃんくらぶ」での読み聞かせ等 

１ 日  時 令和 6年 5月 30日（木）、9月 26日（木） 

２ 場  所 宮城保健センター 

３ 対  象 乳児（生後 3か月から 8か月まで）の父母 

４ 職員体制 広瀬図書館 2名（丸善雄松堂株式会社） 

５ 内容 

(1) 絵本の読み聞かせ、手遊び 

(2) 読み聞かせの簡単なレクチャー（大切さ、方法） 

(3) 広瀬図書館の PR 

 

 

 

 

 

 

 

●各種普及・啓発展示 

１ 場  所 広瀬図書館 

２ 対  象 広瀬図書館来館者 

３ 内容 

「認知症月間」、「みやぎ食育推進月間」など宮城総合支所が普及・

啓発に取り組む内容に関連付けた図書展示を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

●幼児健診おすすめ絵本パネル及び絵本リスト作成への協力 

１ 対  象 幼児健康診査を受診する幼児と保護者 

２ 内容 

幼児健診会場で年齢に応じたおすすめ絵本を紹介するパネル及び絵

本リストの作成に協力し、絵本の選定と推薦文の作成を行った。 

 

●宮城総合支所庁舎内本棚への絵本提供 

１ 対  象 宮城総合支所来庁者 

２ 内容 

時季に合わせた絵本を 10冊選び、月替わりで提供。 
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館名：宮城野図書館 

事業名 農林水産省東北農政局との共催展示 

「サスティナブルな食＆農」 

方向性 方向性１ 地域や市民に役立つ図書館となるために 

目 的 国の機関との連携により、互いの強みを生かし、生活に役立つ情報等を

来館者に提供する。 

概 要 【取り組み内容】 

・SENDAI SDGｓ WeeK2024(9月 22日～9月 28日)に併せ、8月 23日～10

月 9 日にかけて、関連図書の展示、ポスター展示による農林水産省が取

り組む「みどりの食料システム戦略」の紹介、食料自給率を示した食品

サンプル等の模型の展示、絵本風リーフレット「ころころまるとさがす

ちきゅうにいいこと」やクリアファイル等グッズの配布などを実施 

 

一般書展示及びポスター展示 

 

 

 

 

 

            

 

 

児童書展示及び模型の展示等 
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館名：榴岡図書館 

事業名 ブックトレード／出張ブックトレード 

方向性 方向性２ 0歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

方向性３ 市民一人ひとりに利用しやすい図書館となるために 

目 的 参加者が自由に本を交換できる場を提供し、読書に親しむ機会を創出す

ることを目的とする。また、本を通した地域のまなびをはぐくみ、その

延長としての図書館の利用促進を図る。 

概 要 【①ブックトレード／②出張ブックトレード】 

１ 日  時 ①毎月第３水曜日 10:00～16:00 

       ②出張先に準ずる 

２ 場  所 ①生涯学習支援センター１階ロビー 

       ②出張先に準ずる 

３ 対  象 乳幼児～一般 

４ 職員体制 ２名 

６ 参加者 ①301名(10月 16日現在) 

      ②22名(10月 31日現在) 

５ 内容 

 自身が読み終えた本を持ってきていただき、誰かが読み終えた本と 

交換する内容です。 

出張ブックトレードは、イベントの開催内容に併せて実施しています。 

(ジュニアリーダーずんだ定例会、まぁるくつながる子育てフェスティ

バル 他) 
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館名：榴岡図書館 

事業名 仙台市立五城中学校との連携事業「オリジナルブックカバーをつくろう」 

方向性 方向性２ 0歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

目 的 文化的で豊かな生活を営む基盤として、図書館が提供できるサービスの

拡充を図る。また、YA世代に、様々なきっかけを通して、本に親しむ機

会の創出や利用の促進につなげていく。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 7月 10日（火）～10月 23日(水) 

       令和 6年 11月 6日(水)より配布 

２ 場  所 仙台市立五城中学校、榴岡図書館 

３ 対  象 仙台市立五城中学校 生徒 

４ 職員体制 3名 

５ 参加者 130名(大人 3名、子ども 127名) 

６ 内容 

(1) 生徒を対象としてブックカバーデザインを募集。 

(2) 図書館内にて、ブックカバーを展示、利用者に感想を募る。 

(3) ブックカバーとして印刷し、学校内と図書館内にて配布。 

  併せて、募集した感想も学校に持参。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

館名：若林図書館 

事業名 地域の歴史をたどる事業 

方向性 方向性１ 地域や市民に役立つ図書館となるために 

目 的 生涯学習を支援する地域の基盤施設として、地域の歴史や魅力を発掘・

発信し、未来の地域づくりに貢献する。 

概 要 （1） 薬師堂探訪 地域の史跡、陸奥国分寺を訪ねて 

日時 令和 6年 9月 16日（月） 

場所 史跡陸奥国分寺・尼寺跡ガイダンス施設 

対象 一般 22名 

内容 若林図書館からも徒歩圏

内にある地域の史跡・陸

奥国分寺の解説と見学

ツアー（協力・仙台市教

育委員会文化財課、陸奥

国分寺薬師堂ガイドボ

ランティア会） 

 

（2） 震災遺構 荒浜小学校探訪 

日時 令和 6年 11月 4日（月） 

場所 震災遺構 仙台市立荒浜小学校 

対象 一般 

内容 震災遺構荒浜小学校校舎や施設内展

示の解説と見学ツアー 

 

（3） 地域誌講座 若林区東部の地域誌 ～中世、近世の歴史物語～ 

日時 令和 6年 9月 23日（月）、10月 14日（月） 

場所 せんだい 3.11メモリアル交流館 

対象 一般 93名（内訳：1回目 45名、2回目 48名） 

内容 若林図書館休館中のた

め、出前講座として実

施。地域誌をテーマに

若林区東部の歴史や

風土について、郷土史

家・菅野正道氏による

2回連続講座 
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館名：若林図書館 

事業名 荒井サービススポットにおける企画展示および出前おはなし会 

方向性 方向性３ 市民一人ひとりに利用しやすい図書館となるために 

目 的 荒井サービススポットのさらなる利用増、定着を目的とした企画展示や、

隣接するせんだい 3.11 メモリアル交流館と協力し、サービススポット

開室時間帯に出前おはなし会を開催し、利用促進を図る。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 7月 17日（水）、8月 21日（水）ほか 

２ 場  所 荒井サービススポットおよび 

せんだい 3.11メモリアル交流館 

３ 対  象 荒井サービススポット利用者 

４ 内  容 

（1） 荒井サービススポット開設 1 周年記念企画展示「福本」や、

年始のお楽しみ福袋（どちらもラッピングを施し、資料名が

分からない状態にして貸出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） かくだいおはなし会、定例おはなし会 
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館名：太白図書館 

事業名 「りんごの棚」の設置 

方向性 方向性２ ０歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

目 的 特別な配慮を必要とする子どものための資料を「りんごの棚」としてま

とめて展示し、手に取りやすくするとともに、それらの資料の認知度を

高めて利用の促進を図る。 

概 要 【取り組み内容】 

・ 障害のある子どもを対象にした各種資料を集めて「りんごの棚」とし

て装飾し、利用しやすいように展示するもの。 

  はじめに 10～11月のテーマ展示「読書バリアフリー」の中で「りん

ごの棚」を紹介（写真）し、その後、児童書開架に移して常設のコー

ナーとする予定。 

・ 展示資料は、大活字本、点字の絵本、ＬＬブックなど。順次、その他

の資料等を加えていく。 

【「りんごの棚」とは】 

・障害のある子どもの図書館利用を支援する「りんごの棚」は、1993年

にスウェーデンのヘルノーサンド図書館に開設された「りんご図書館」

（児童図書館）で始まったもの。これを各図書館で取り組みやすいよ

う「棚」の形に変えてスウェーデン国内の多くの図書館に広められ、

現在は、世界各地の図書館でも設置されるようになっている。 

・ 棚に表示されるりんごのキャラクターは、障害のある子どもたちのた

めに図書館に作られたりんご型の遊具が由来で、世界中の図書館の「り

んごの棚」や資料のほか、広報などに使えるように共有されている。 
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館名：泉図書館 

事業名 起業・創業支援講座「創業支援ライブラリーセミナー＆交流会」 

（「日本政策金融公庫仙台支店」共催事業） 

方向性 方向性１ 地域や市民に役立つ図書館となるために 

目 的 多種多様な情報を所蔵する図書館が、他の機関と連携することによって、

双方の強みを生かし、専門性の高い情報をより分かりやすく、市民等に

提供する。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 9月 18日（水） 

       16：00～18：00 

２ 場  所 泉図書館 2階 大研修室 

３ 対  象 創業に関心のある方、創業後間もない方 

       参加者 15名 

４ 体  制 泉図書館 3名 

 日本政策金融公庫仙台支店 3名 

５ 内  容 講座（「ごはん屋 はれ」代表 佐藤あすか氏）、 

       関連図書の展示、交流会 

６ そ の 他 毎年好評を得ている講座で、今年度は過年度のセミナー

参加者で、現在塩釜市内で飲食店を経営されている方を

講師として招聘し、創業する際の心構え等について講話

いただいた。その他、泉区等で融資等創業支援を行って

いるみやぎ仙台商工会にも参加いただいた。講座終了後

は、参加者同士の意見交換の場として交流会を開催した。

講座開催の周知については、今年度から別に創業支援を

行っている仙台商工会議所にも依頼し、参加者募集した。 

【講座の様子】 

講話中の佐藤あすか氏     フランクな雰囲気での交流会 
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館名：泉図書館 

事業名 法律講座「備えて安心 相続の基本」 

（「法テラス宮城」共催事業） 

方向性 方向性１ 地域や市民に役立つ図書館となるために 

目 的 多種多様な情報を所蔵する図書館が、他の機関と連携することによって、

双方の強みを生かし、専門性の高い情報をより分かりやすく、市民等に

提供する。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 10月 25日（金） 

       14：00～16：00 

２ 場  所 泉図書館 2階 大研修室 

３ 対  象 一般の方 

       参加者 51名 

４ 体  制 泉図書館 3名 

 法テラス宮城 3名 

５ 内  容 講座（法テラス宮城副所長 司法書士 齋藤利美氏）、 

       関連図書の展示 

６ そ の 他 毎年好評を得ている講座で、今年度は令和 3年の民法と

不動産登記法の改正により令和 6年 4月 1日から義務化

された相続登記申請をテーマに講座を行った。法務省が

推進する事業であるため、今年度は仙台法務局にも講座

開催の周知を依頼し、定員を拡大して募集したところだ

ったが、定員を大幅に超える方から問い合わせがあった。 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほほ満席の室内      相続に関する資料約 70冊展示 
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館名：泉図書館 

事業名 子供図書室おはなしかいリレー 

方向性 方向性２ ０歳から読書に親しめる読書文化を育む図書館となるために 

方向性４ 自らの変革を進める図書館となるために 

目 的 「秋の子ども読書フェスティバル」の新規取組として、連続おはなし会

「子供図書室おはなしかいリレー」を開催し、子どもが本に親しむきっ

かけづくりの機会並びにボランティア団体同士の交流の場を創出する。 

概 要 １ 日  時 令和 6年 10月 13日（日） 

       午前の部 10：30～12：00 

       午後の部 13：30～15：00 

２ 場  所 泉図書館１階 エントランスホール 

同  ３階 子供図書室おはなしの家 

３ 対  象 幼児～小学生 

       参加者 149名（1階 90名・3階 59名） 

４ 体  制 泉図書館 4名 

 【読み聞かせボランティア（演じ手）】 

 泉おはなしの会 3名 

 おはなしポルタ 3名 

 紙芝居文化の会みやぎ 2名 

 みやぎ親子読書をすすめる会 3名 

 読み語りボランティア「やまがっこう」 4名 

 読み聞かせボランティア「おひさま」 3名 

５ 内  容 読み聞かせ、ストーリーテリング、紙芝居、わらべうた、

図書の展示 等 

６ そ の 他 本市図書館では、発達段階に応じて子どもが本に親しめ

るよう、乳幼児から小学生までの年齢別のおはなし会等

を開催しており、特に春と秋は、「子ども読書の日」や「子

どもの読書週間」、「読書の日」や「読書週間」に因んで

「子ども読書フェスティバル」を開催し、図書館ごとに

趣向を凝らした様々な取組を行っている。泉図書館では、

秋の取組の一つとして、今年度「子供図書室おはなしか

いリレー」を初開催。誰でも気軽にちょっと立ち寄れる

1 階ロビーも会場とし、読み聞かせ等を連続的にする催

事とした。ボランティア団体同士の交流の場にもなった。 

 

 

 

 

 

 


